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オオバコは畦畔および農道では旺盛に繁殖するが 耕起地では繁茂しないことが知られている その
要因を解明するため オオバコおよび比較植物としてメヒシバ オヒシバおよびスベリヒユを用いて 耕耘
を想定した引抜き 埋没処理に対する再生反応 および耕耘後の種子再生産能力推定のための播種期別生殖
成長到達日数について検討した
実験 として および 葉期の個体を引抜き後 あるいは引抜かずに それらの個体を深さ および
に土壌で埋没した 対照区には 引抜きおよび埋没をしない区を当てた その結果 の埋没区にお
いては 引抜きの有無 処理の時期にかかわらず 種とも全く再生しなかったが の埋没区では 再生
程度に著しい種間差があった オオバコでは無引抜き区において 対照区の 葉期処理 葉期
処理 スベリヒユでは引抜き区で 葉期処理 葉期処理 無引抜き区で 葉期処理
葉期処理 メヒシバでは引抜き区および無引抜き区それぞれ 葉期処理 および
葉期処理 オヒシバでは 葉期の引抜き区のみ が再生した 再生個体の草丈は オオバコにおいて
劣った
実験 として 月に播種したところ 月播種のオオバコのみ当年内には生殖成長に至らなかった
以上のように オオバコ個体は耕耘時に土壌から引抜かれ 土壌中に埋没されると全く再生できず 引抜
かれなくても土壌埋没によって再生が劣り 草丈も低く さらに 季節的に遅く出芽した個体では種子生産
が当年内に行われず 耕地において生活環の完結が困難になるものと推察された
オオバコ 耕耘 耕地雑草 再生 生殖成長
を持つ しかし 多くの強害雑草は種子休眠性が複雑であ
ること や 繁殖器官が複数である こと さらには種
農道や水田畦畔においては 生物の多様性や在来生物を 子生産に要する期間が短い などといった諸特性により
重要視する観点から できる限り日本在来の植生を維持で 農地管理法に適応して生活環を完結している
きる管理法が望まれる オオバコ オオバコは多年生ではあるものの 新たな個体は種子で
はこのような場所に生育し 崩落防止並びにこれら のみ生じるとともに 異なる生育地の間では種子休眠性に
群落の 緑 の構成要素として景観形成の役割を担ってお 差異が見られる など 夏生一年生雑草として類別され
り 今後とも活用されるべき植物であると考えられる ている種 と似た性質を持っていると考えられる した
しかし 耕耘を行う耕地では オオバコの集団を観察す がって オオバコが耕地において繁茂しない要因を解明す
ることはできない このことは 耕耘に対してオオバコは るためには この植物が単に耕地での強い競合や人為的な
適応力が低いことを示唆している この植物を一定の植生 耕耘が実施されることなどにより生育できないのか 繁殖
で維持し かつ活用していくためには その維持に対する 器官の生産様式により耕地に次世代を継続できないのかな
マイナス要因について明らかにし それをもとにした管理 どについて精査することが必要である
方法を構築する必要がある そこで 雑草に対して耕耘と同様の作用と考えられる
オオバコは強度の踏圧環境下でも生育できる が 踏圧 引抜き と 土壌埋没 という実験的処理に対するオオバ
の弱い環境では他種との競争にさらされる ことから 草 コの再生反応を他の畑地雑草との比較から明らかにした
丈の低いこの植物は他種との強い競合が起こる耕作地では このことに加え 耕耘後の埋土種子からの発芽を想定し
生育できないものと考えられる て 播種時期別にオオバコの生殖成長開始までの日数を他
一方 耕耘は雑草の埋土種子の数や分布に影響を与える の畑地雑草と比較し 耕耘後の再生と種子生産すなわち次
とともに 引抜き 断根 土壌埋没などによって枯殺作用 世代生産の視点から この種の耕作地に対する適応性につ
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要約
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耕作地におけるオオバコ
の定着に及ぼす引抜き 覆土の影響
 







    
 
 
  
 

  
   
   
    
      
    
   

   
  
  
 
   
 
 
 
 
   
 
  
  
  
  
 
 
 
 
 	 
 	 

 

 
 
   
 

 





 
  
   


   

, ,
,
*
:
cm cm
cm
:
L.
* * * * *
J. Agric. Sci., Tokyo Univ. Agric., ( ), ( )
Plantago asiatica
L.Plantago asiatica
+. +0 +.
+.
+ 3
, 2 +* +-
+- +1
+.
+*
+*
/. - +3, +31 ,**3
,+ / +3 ,+ 3 +/
+ - / , 0
0
. ,
- - +1 /
- - ,1 / +- -
,1 / - - 1 ,*
/ / -
, / 1 1
/. - +3, +31 ,**3
+

耕作地におけるオオバコ の定着に及ぼす引抜き 覆土の影響
いて検討した きた時点 メヒシバおよびオヒシバは分げつ茎の葉鞘から
花穂の上端が 本以上突出した時点 また スベリヒユは
葉腋に か所以上の花蕾の着花が確認された時点を 各植
物の生殖成長開始日とし その日付を 種とも全個体調査
東京農業大学農学部農学科圃場 神奈川県厚木市 の一 した
画 において ビニル製で径 高さ
の底なしのポットを圃場に埋設して試験した ポット底面
から高さ まで同圃場の作土を充填し その上に雑草
種子が混和していないであろう 目の篩を通した腐 表 に 月 日における 種植物の埋没処理後の再生率
植質火山灰土壌下層土をさらに 充填し ポット内の を示した 埋没処理後の日数は 葉期処理後ではオオバ
土壌表面と圃場表面が同一の高さになるようにした コで 日 メヒシバおよびオヒシバで 日 スベリヒユ
供試植物には オオバコの他に 畑地雑草として一般に で 日であった また 葉期処理後ではオオバコおよび
認知されているメヒシバ スベリヒユで 日 メヒシバおよびオヒシバで 日で
オヒシバ および あった
スベリヒユ の 種を用いた 生育 オオバコ メヒシバ オヒシバおよびスベリヒユの 種
段階 葉期および 葉期 個体の引抜きの有無および埋 は 葉期および 葉期といった生育の進行に関わらず
没の深さ 覆土の厚さ および の 条件を設定 引抜きの有無によらず埋没深 では再生が起こらな
し それらの組合せにより 試験区を設け さらに 無引 かった 一方 埋没深 で見ると オオバコでは引抜き
抜き 無埋没の対照区 無処理区 を設け 計 区とした を行うと全く再生しなかったが 引抜きをしない場合
区 ポットとし 無作為に配置した 年 月 日に 葉期から 葉期にかけて から の再生率を示し
ポット表面に種子を散播し 出芽後ポット当たり 株と た また メヒシバおよびスベリヒユでは引抜きの有無に
した 財 日本植物調節剤研究協会研究所から提供された かかわらず 葉期に比べ 葉期で再生率が向上し 生育
メヒシバ オヒシバおよびスベリヒユ種子と 年 月 の進行に伴い 再生個体が増加していた オヒシバでは
に本学内の生育地から採取したオオバコ種子を用いた 葉期の引抜き処理でわずかに再生したのみで 再生率は極
葉期はメヒシバおよびオヒシバでは 年 月 めて低かった
日 スベリヒユでは 月 日 オオバコでは 月 日 また 種とも 埋没処理後に最低 週間を経ているが
葉期はメヒシバおよびオヒシバでは 月 日 スベリヒユ 葉期 引抜きの有無および埋没深にかかわらず再生率は
およびオオバコでは 月 日であり 各日に引抜きおよ 無処理区の に満たなかった
び埋没処理を行った 引抜き処理は植物体を地面に対し垂 葉期 引抜きの有無および埋没深を主効果とする三元配
直に引抜き それを同じポットの埋没前の地表面に置い 置の分散分析を行った結果 オヒシバでは各主効果および
た それらの交互作用全てに有意差が見られず メヒシバおよ
埋没処理においては 各ポットの地表面から およ びスベリヒユでは埋没深にのみ オオバコでは主効果およ
び の厚さで前述の供試土壌で植物体を完全に埋没さ びそれらの交互作用全てに 以下の水準で有意差が見ら
せた 埋没処理後表面の乾燥程度に合わせて適宜に潅水し れた
た 無引抜きの個体は同一方向に折り曲げて埋没処理し 表 に 月 日に調査を行った草丈の結果を示した そ
た れぞれの処理において 埋没処理後の日数は異なるもの
月 日に各ポット当たりの個体数を調査し それを基 の メヒシバを除く 種の再生草丈は 無処理区のそれに
に再生率を算出した また 同時に草丈を調査した 達することはなかった しかし オオバコでは無処理区に
対する相対値は であり オヒシバおよびスベリヒ
ユ に比べ高い値であった 一方 メヒシバでは
上記 と同一場所において と同質の供試土壌を充 葉期の引抜き 埋没深 区と 葉期の無引抜き 埋
填した ワグネルポット栽培による試験を行った 没深 区では相対値で を超え 無処理区の個体よ
オオバコとの比較対象植物は 上記 に準じた 供試し りも再生草丈は高くなっていた
た 種植物とも春から初夏にかけて連続的に出芽が見られ
ることから 播種時期を 年 月 日 月 日およ
び 月 日の 回とし 区 ポットとした ポット中央 図 に 種植物の 月 日 月 日および 月
に 粒の種子を播種し その 日後に間引き 株 日に播種した個体の草丈の推移および生殖成長開始日を示
ポットとした 間引きと同日に くみあい複合燐加安 した オオバコの草丈は 播種時期に関わらずメヒシバお
を 成分量各 よびオヒシバに比べかなり低い値で推移した また スベ
表層施肥した リヒユと比較しても 月播種を除き半分程度であった 播
播種後 日から 週間おきに 各区 個体の草丈を調 種後の生殖成長開始は メヒシバ オヒシバおよびスベリ
査した また オオバコは 葉腋に 本以上花茎が目視で ヒユでは播種時期に関わらず認められたが オオバコのみ
引抜きおよび土壌埋没処理が再生に及ぼす影響
引抜きおよび土壌埋没処理が再生に及ぼす影響
生殖成長開始期に及ぼす播種時期の影響
生殖成長開始期に及ぼす播種時期の影響
材料および方法
結 果
 
 
 


  
   



  
  
   
   
     
    
   
 
     
     
 
  
    
   
 

     
  
 
 
 
 
 
 
 
 
  
    
 
    

 
  
 
   
  
    
     
 
  
   


 










 
193L.
. m . m cm cm
cm
cm
cm
H.B.K.
Henr. L. Gaertn.
L.
cm cm cm
cm
. .
cm
cm
cm
a cm
N :
P O : K O : : . g pot . g pot
Plantago asiatica
Digitaria adscendens
Eleusine indica
Portulaca oleracea
, / ,
+
+
.
. , 0 / -* -*
+*
+ + 2 + .
+* -
,2 -3
-- /
,+ ,2
- .
- / - /
, 0 - 0
2 ,
3 -
+ - ,**0 / -* / - - +0 1
+*
- /
,**. 0 /
- ,**0 0 ,,
0 ,2 1 - / . -
1 -
1 +* -*
,
0 /
, 2 +
2 + -
1, 20
+, 0+
- , /
+ /*** , +**
.
,**1 / ,* 0 ,*
1 ,* - + +* + . / ,* 0 ,* 1 ,*
0 +* -/ +
+. +. +. , 3 * .
1
.0 , /
+
,
-


 
玉井 松嶋 名越 平野 福山
埋没処理後 月 日 播種後 日 における 種植物の再生率
埋没処理後 月 日 播種後 日 における 種植物の草丈
月播種では認められなかった また メヒシバ オヒシバ
およびスベリヒユでは播種時期が遅いほど 最高草丈が低
い傾向にあった
表 に 種植物の播種日から生殖成長を開始した日ま
での日数を示した 前述のように オオバコでは 月に播 本試験の処理では 夏生雑草幼植物が 引抜かれて土壌
種した個体は当年のうちに生殖成長を開始しなかったが 埋没された ことと 引抜かれずに土壌埋没された こと
月および 月に播種した個体では 日程度で開始し 差 の 点を想定している その結果は 種植物とも の
は見られなかった 一方 メヒシバおよびスベリヒユでは 埋没では全く再生せず の埋没でも再生率が に
播種時期が遅くなると生殖成長開始までの日数が短くなっ 達することはなく 表 耕耘は除草に有効であることが
ていた また オヒシバでは 月の播種個体では他の時期 確認された
の播種個体に比べ約 日生殖成長開始までの日数が短 しかし オオバコの再生は無引抜きの個体のみであった
かった こと 無引抜きの個体であってもその率はメヒシバおよび
スベリヒユに比べ劣る傾向にあることから これら畑地雑
草に比べ 埋没後の再生力は弱いと判断される これには
個体の生育様式が関係しているものと考えられる メヒシ
表
表
引抜きおよび土壌埋没処理がオオバコの再生に及ぼ
す影響
考 察
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耕作地におけるオオバコ の定着に及ぼす引抜き 覆土の影響
種植物の播種時期別草丈の推移および生殖成長の開始日
種植物の播種時期別の生殖成長開始までの日数 一方 オヒシバはオオバコよりも再生率が低い 表
オヒシバはイネと類似して 出穂間近まで節間伸長がな
い 図 をみても 月下旬に播種した個体の出穂は
月上旬であるので 埋没後に再生するのはオオバコと同じ
く 葉と考えてよい また オオバコと異なり貯蔵器官と
しての塊茎や根を持たない このような要因によって 埋
没後の再生力はオオバコよりもさらに低くなったものと推
察される
バおよびスベリヒユは茎の節間伸長に伴い草丈が増大して 以上のように オオバコ個体は耕耘時の土壌からの引抜
いく植物である したがって 浅い埋没であれば 茎の伸 きによって全く再生できず 耕作地における定着力は極め
長により地上部へより突出しやすいものと考えられる 実 て低いことが明らかとなった また 引抜かれずに再生し
際にメヒシバは再生草丈が他種に比べ圧倒的に長く 表 ても草丈が他の畑地雑草に比べ低く 他種との競争におい
再生後の 日当たりの伸長量はかなり大きいものと判 て不利になることも オオバコが耕地において生育できな
断される しかし オオバコの場合には茎は地際付近以上 い一因であることが実証された
に伸長することはない したがって 埋没深より高い位
置に突出するためには葉の起生力 土を除けて起き上がる
力 が大きいか もしくは葉が伸長するかのいずれかであ 本実験に供試したメヒシバ オヒシバおよびスベリヒユ
る オオバコの場合 最長葉長は草丈と考えて良いが 再 はどれも夏生一年生雑草である これら 種の個体の最高
生草丈が他の畑地雑草に比べて短い 表 このようなこ 草丈は播種期が遅くなるほど低くなる傾向にあった 図
とが両者の再生力を決定している要因であろうと考えられ また メヒシバおよびスベリヒユでは播種期が遅くなると
る 生殖成長を開始するまでの期間が短くなった 表 しか
図
表
生殖成長開始日に及ぼす播種時期の影響
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清水矩宏 農業生態系における生物多様性 植調
白木由季 島野光司 千曲川 梓川の河畔植生とその
環境条件 日生態会誌
冨永 達 日本産チガヤの生態とその利用に関する
総合的研究 雑草研究
山口裕文 梅本信也 水田畦畔の類型と畦畔植物の
資源学的意義 雑草研究
山口裕文 水田雑草の発生状況と防除対策 水田畦
畔の管理と種の多様性維持 今月の農業 農薬 資材 技
術
宮脇 昭 日本植生誌 関東編 至文堂 東京
中山祐一郎 梅本信也 草薙得一 オオバコ種内
型 普通型と 型 の生活史特性 雑草研究
伊藤操子 雑草学総論 養賢堂 東京
鈴木善弘 種子生物学 東北大学出版会 仙台
渡辺 泰 北海道における畑作雑草に関する生理
生態学的研究 北海道農試研報
松嶋賢一 玉井富士雄 福山正隆 水田畦畔と踏跡
広場に生育するオオバコの種子発芽および休眠性の差異
雑草研究
著 野間口謙太郎 野間口眞太
郎訳 一般線型モデルによる生物科学のための現代
統計学 あなたの実験をどのように解析するか 共立出
版 東京
柳原欣彌 オオバコを用いた実験 観察 教材
化をめざして 遺伝
松嶋賢一 玉井富士雄 野口勝可 廣瀬友二 福山正隆
オオバコの刈取りに対する再生力 雑草研究
中谷敬子 草薙得一 主要畑夏雑草の生育特性 特に
出穂 着雷に及ぼす日長および温度条件の影響 雑草研究
前中久行 石井 実 山口裕文 梅本信也 大窪久美子
高林 実 関東地方における畑雑草種子の動態に関長谷川雅美 近藤哲也 保田謙太郎 長井良浩 広渡俊
する生態学的研究 農研センタ 研報哉 畦畔草地の景観構成要素 生物生息地としての
江幡守衛 石井龍一著 新版 食用作物学 文永堂評価と適正な植生管理に関する研究 日産科学振興財団研
東京究報告書
し これら 種は 月播種であっても生殖成長を開始した
表 夏生一年生雑草の多くは花芽分化に量的短日性ま
たは短日性を示すとともに 生活環を単年で終了させる必
要があるため たとえ個体が小さくても栄養成長期間が条
件によっては非常に短縮される性質を備えている
このことにより 上記の 種は 月に播種したものであっ
ても当年のうちに生殖成長に達したものと推察された
オオバコの草丈は他 種に比べ低い傾向にあった 表
図 オオバコの場合 多年生であるものの前 者と同じ
ように次世代の生産は種子繁殖のみである しかし オオ
バコの花芽分化は基本的には温度や日長が関わって決まる
が 出穂までの日数は温度や日長に対する反応の差異によ
るのではなく イネ科植物にみられる基本栄養成長性 の
ような おもに開花の刺激を感受する臨界サイズに左右さ
れると考えられている 温度や日長に関する詳細な検討
はこれまでに報告されていないが 臨界サイズに達すれば
温度や日長条件が満たされれば花芽形成が開始されるであ
ろう したがって 月の播種では当年内に臨界サイズに
達しなかったか もしくは達していたとしても秋冷や短日
により生殖成長に移行しなかったものと推察される この
ような オオバコの種子生産特性は 耕作地のような不定
期的に耕耘の起こる条件においては極めて不利である
このように オオバコ個体は耕耘時の引抜き 埋没に
よって再生がかなり困難となり 再生しても草丈が他の畑
地雑草に比べ低く 出芽時期が遅れると当年内には次世代
生産が不可能になるなどといった諸要因が重なり 耕作地
において生活環を完結できないものと推察される
オオバコはわが国においては農道や畦畔などの植生を構
成している このような場所の植生は 踏圧や刈取りなど
の耕耘以外の攪乱がより強く作用しているものと考えられ
る 本報告は オオバコの生育に不利な条件
として耕耘を取上げたが 踏圧や刈取りといった他の攪乱
要因に対する適応性についても今後検討する必要がある
本実験遂行に当たり 多くのご指導を頂いた東京農
業大学農学部農学科講師の野口勝可博士並びに 協力を頂
いた東京農業大学農学部卒業生の柴山将孝氏に謝意を表す
る
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AMAI ATSUSHIMA AGOSHI IRANO
UKUYAMA
: Asiatic plantain ( L.) grows thickly and rapidly in levees and farm roads,
but not in cultivated ﬁelds. We clariﬁed the non-adaptability of Asiatic plantain to ﬁelds that had
been plowed for management.
Generally, plowing pulls up, cuts, and buries plants under the soil. The experiment described
herein investigates regrowth responses against artiﬁcially simulated “pulling-up” and “soil covering”
caused by plowing. Assuming that germination from buried seeds occurs after plowing, ﬂorescence
occurring within a year from seed sowing was examined. Asiatic plantain was examined along with
upland weeds : hairy crabgrass ( (H.B.K.) Henr.), goosegrass ( (L.)
Gaertn.), and common purslane ( L.).
Plants in three-leaf and ﬁve-leaf stages were pulled up and covered with cm or cm deep soil.
For comparison, plants that had not been pulled up were treated without soil covering (
hereinafter).
Results show that none of the four plants with soil covering thickness of cm regrew. However,
with -cm-thick coverage, considerable di erences were apparent among species. Regarding Asiatic
plantain, only (three-leaf stage treatment) (ﬁve-leaf stage treatment) of
regrew. Regarding common purslane, (three-leaf stage treatment) (ﬁve-leaf stage treatment)
of the plants regrew when pulled up ; (three-leaf stage treatment) (ﬁve-leaf stage treatment)
of plants regrew with no pulling-up treatment. For hairy crabgrass, (three-leaf stage treatment)
(ﬁve-leaf stage treatment) of plants regrew with pulling-up treatment ; of plants regrew in the
ﬁve-leaf stage with none in the pulling-up treatment. Furthermore, only of the goosegrass pulled
up at the ﬁve-leaf stage regrew. The regrown Asiatic plantain plant length was considerably less. Of
the four species sown in May, June, and July, only the Asiatic plantain did not ﬂower within the year
sown in July.
As described above, Asiatic plantain, once pulled up from the soil, is unable to regrow. Plants that
are covered with soil, even if established, are very small. Seedlings that germinate in the late season
(summer) have insu cient time to produce seed. These results underscore that Asiatic plantain can-
not complete its life cycle in a frequently plowed ﬁeld.
: Asiatic plantain ( L.), upland weed, pulling-up, soil covering, regrowth,
reproductive growth
By
Fujio T *, Ken-ichi M *, Tokihide N *, Shigeru H *
and Masataka F *
E ects of Pulling-up and Soil Coverage on
Establishment of Asiatic Plantain
( L.)
Plantago asiatica
Plantago asiatica
Digitaria adscendens Eleusine indica
Portulaca oleracea
established
plants
established plants
Plantago asiatica
Plantago asiatica
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